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〇市民アンケート結果〔抜粋〕（実施期間：平成 26年 10 月 14 日～11 月 4 日）

（回答者の属性） 

・本市の公共施設の現状と課題について 

  本市の公共施設は、高度経済成長期に集中して整備さ

れており、近い将来に一斉に老朽化を迎えることが予想

されます。一方で、少子高齢化の進行などにより自治体

の財政状況がますます厳しくなることが予想される中、

公共施設の老朽化対策が全国の自治体共通の課題とな

っています。 

こうした本市の公共施設を取り巻く現状と課題につ

いて、どう思うかおたずねしました。

「重要な問題である」という回答は約５６％、「どち

らかと言えば問題である」という回答は約３７％で、こ

れらを合わせると、公共施設の現状と課題について問題

に感じているという回答は約９３％となっています。 

こうした回答結果は、「性別」「年齢」「居住区」「職業」ごとにみても同様の傾向となって

います。 

・公共施設に関する本市の方針について 

本市では、平成２６年２月に「北九州市行財政改革大

綱」を策定し、公共施設の保有量を「少なくとも今後  

４０年間で２０％削減」するという長期目標を定め、市

民の皆さんのご理解をいただきながら、取組みを進めて

いくことにしています。 

  この市が掲げている長期目標について、どう思うかお

たずねしました。 

「市の長期目標のとおりでよい」という回答は 

約５４％、また、「もっと厳しい目標を掲げて取組むべ

きである」という回答は約３０％となっています。 

これらを合わせると、４０年間で２０％以上の保有量削減をすべきという回答が約８４％

となっています。こうした回答結果は、「性別」「年齢」「居住区」「職業」ごとにみても

同様の傾向となっています。 



１０ 

・公共施設の利用状況について 

 本市が保有する多くの公共施設のう

ち、行財政改革大綱に記載された一部の

公共施設について、どれくらい利用して

いるかおたずねしました。 

右図のとおり、施設によってさまざま

な結果となっています。 

※生涯学習センター（１１施設）には、婦人会館及び

旧八幡西生涯学習センターを含む 

※図書館（２０施設）には、旧戸畑図書館及び旧大池

分館を含む 

・今後の市の対策について 

公共施設は、設置や改修にかか

る費用のほか、運営・維持管理な

ど色々な費用がかかるため、他の

自治体では、１つの土地・建物に

複数の施設を集約させる「複合化」

や、１つの施設を複数の用途に使

い分ける「多機能化」をはじめと

して、さまざまな費用削減の取組

みが行われています。 

こうした取組みについて、どう

思うかおたずねしました。 

「大いに進めるべきである」「で

きるだけ進めた方がよい」という

回答を合わせた割合が高い順番に

並べると、右図のとおりとなりま

した。 
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・公共施設の「複合化・多機能化」について 

本市では、今後の老朽化施

設の建替えにあたっては、１

つの土地・建物に複数の施設

を集約させる「複合化」や、

１つの施設を複数の用途に使

い分ける「多機能化」をでき

るだけ進めていくことにして

います。 

  この「複合化・多機能化」

にあたり重視するポイントに

ついて、どう思うかおたずね

しました。  

「たいへん重要である」「重

要である」という回答を合わ

せた割合が高い順に並べると、

右図のとおりとなりました。 
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〇市営住宅の建設実績と管理戸数 

・北九州市の空き家の状況 
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〇学校規模（小中学校）の推計〔学校規模適正化白書より抜粋〕

・小･中学校の児童生徒数及び学級数の推移と推計

　　※学級数には、特別支援学級数を含まない。

　　※平成２７年以降は、国立社会保障人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成２５年３月推計）」を
　　　もとに北九州市教育委員会で作成
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小学校学級数

中学校学級数

学級人

小学校学級数

Ｓ56（ ★ ）：2,808学級
Ｈ26 ：1,668学級

中学校学級数
Ｓ62（ ★ ）：1,313学級
Ｈ26 ： 713学級

小学校児童数
Ｓ55( ★ ) ：104,546人
Ｈ26 ： 48,420人

中学校生徒数

Ｓ61( ★ ) ：49,585人
Ｈ26 ：23,987人

（学級編成基準の改定状況）
昭和43年 50人⇒45人学級 昭和39年から段階的に移行
昭和60年 45人⇒40人学級 昭和55年から段階的に移行
平成20年 40人⇒35人学級 小学校1年、中学校1年で実施
平成21年 〃 小学校2年に拡大
平成22年 〃 小学校3年に拡大

★印は、第２次ベビーブーム世代
の就学期のピークを示す
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〇生涯学習センター・男女共同参画施設・勤労青少年ホームの建物状況・利用状況〔公共施設白書より抜粋〕
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〇市民利用施設 利用料金（抜粋） 

施　設

共用1人1回
(2時間以内)

専用

共用1人1回
(2時間以内)

専用

50平方メートル
以上の室

専用

備　考

平日 土、日、祝日 平日 土、日、祝日 平日 土、日、祝日 平日 土、日、祝日

第1競技場
（ｱﾏﾁｭｱｽﾎﾟｰﾂ）

7,700円 9,200円 10,100円 12,100円 12,800円 15,300円 30,600円 36,600円

第1競技場
　ﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂ又は
　ｽﾎﾟｰﾂ以外

48,000円 57,600円 72,000円 86,400円 96,000円 115,200円 216,000円 259,200円

第2競技場 3,900円 4,700円 5,100円 6,100円 6,400円 7,600円 15,400円 18,400円

第3競技場 530円 660円 910円 1,060円 850円 1,000円 2,800円 3,310円

トレーニング室
高等学校の
生徒以上の者
1人1回(2時間以内)

300円

300円

1,000円

800円

3,000円

300円

・「年長者施設利用
証」、「身体障害者手
帳」等の提示で共用利用
の利用料（１回２時間以
内）が無料。

・市の主催、共催、後援
での減免等。

専用

9時～12時 13時～17時 18時～21時 9時～21時

総合体育館

体育館

共用
1人1回
(2時間以内)

一般
高等学校の

生徒
小・中学校の
児童及び生徒

260円 130円 80円

共用

一般
高等学校の

生徒
小・中学校の
児童及び生徒

150円 100円 50円

勤労青少年
ホーム

料理室(3時間以内)
・３５歳までは、勤労青少年登録をす
るとクラブ・サークル活動などでの施
設の利用料が無料になる。

・「年長者施設利用証」、「身体障害
者手帳」等の提示で利用料が無料。

集会室、研修室
講習室、和室
茶室、　音楽室
美術室、絵画室
（3時間以内）

50平方メートル
未満の室 600円

体育室
（3時間以内）

フィットネス
ルーム

3,000円 4,800円 5,100円

工芸室

1,500円 2,400円 2,500円

企画ルーム１ 900円 1,500円 1,600円

企画ルーム２ 800円 1,200円 1,300円

大セミナールーム 4,100円 6,600円 6,900円

小セミナールーム 2,800円 4,500円 4,700円

3,100円

和室 1,300円 2,000円 2,100円

茶室 1,000円 1,600円 1,700円

男女共同参画
センター

区　分 9時30分～12時 13時～17時 18時～21時30分 ・市が主催・共催の場合や認定団体が
使用する場合に、使用目的に応じて５
割から１０割減免される。料理室 1,900円 3,000円

・市内の社会教育団体等がその目的の
ために使用する場合は、使用する部屋
に応じて使用料が５割から１０割減免
される。

会議室、研修室、和室、調理室、絵画室 350円 600円 900円

多目的室、会議室、和室、音楽室 550円 700円 1,100円

区　分 9時～12時 12時～17時 17時～22時 備　考

生涯学習
センター

大会議室、講堂、視聴覚室 700円 1,100円 1,800円
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〇モデルプロジェクト対象施設位置図 

・門司港地域 
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・大里地域 


